
資料４
ＩＢＡＦ女子ワールドカップ４連覇に対する表彰について

１ 大会の概要

ＩＢＡＦ（国際野球連盟）が主催する、国別対抗の女子による野球の国際大会。
第１回は2004年カナダ・エドモントンで開催され、カナダ、日本、米国、豪州、台湾の

５カ国の参加で開催。以来、２年ごどに開催されている。

開催年 開催国・都市 参加数 順 位
第１回 2004 カナダ・エドモントン ５ 優勝・米国 ２位・日本 ３位・カナダ
第２回 2006 台湾・台北 ７ 優勝・米国 ２位・日本 ３位・カナダ
第３回 2008 日本・松山 ８ 優勝・日本 ２位・カナダ ３位・米国
第４回 2010 ベネズエラ １１ 優勝・日本 ２位・豪州 ３位・米国
第５回 2012 カナダ・エドモントン ８ 優勝・日本 ２位・米国 ３位・カナダ
第６回 2014 日本・宮崎 ８ 優勝・日本 ２位・米国 ３位・豪州

２ 第６回大会試合概要
(1) 参加国 カナダ、アメリカ、ベネズエラ、チャイニーズタイペイ、香港、日本、

オランダ、オーストラリア

(2) 試合経過
・第１ラウンド グループＡ（日本･オーストラリア･ベネズエラ･香港）

日本３勝０敗（１位通過）
・第２ラウンド グループＣ（第１ラウンド上位組:日本･アメリカ･オーストラリア･カナダ）

日本３勝０敗（１位通過）
・決勝 ○日本（３） × ●アメリカ（０） ※第２ラウンドの１位×２位

３ 北海道出身選手概要

○ 志村 亜貴子（シムラ アキコ）○ 志村 亜貴子（シムラ アキコ）○ 志村 亜貴子（シムラ アキコ）○ 志村 亜貴子（シムラ アキコ）
ポジション：外野手 （主将）
背番号：8
生年月日（D.O.B）：1982 / 11 / 9
投 打：右投右打
出身地：北海道 広尾郡 広尾町
出身校：浅井学園大学（現北翔大学）
所属チーム：アサヒトラスト （勤務先：東京都荒川区立中学校の保健体育非常勤講師）
Ｗ杯出場歴：2006年、2008年、2010年、2012年
主な受賞歴：'10W杯ベストナイン '14W杯ベストナイン

○ 金 由起子（コン ユキコ）○ 金 由起子（コン ユキコ）○ 金 由起子（コン ユキコ）○ 金 由起子（コン ユキコ）
ポジション：内野手
背番号：55
生年月日（D.O.B）：1977 / 9 / 20
投 打：右投右打
出身地：北海道 天塩郡 天塩町
出身校：天塩高等学校
所属チーム：ホーネッツレディース （勤務先：平松記念病院 作業療法士の助手）
代表歴：第４期～
Ｗ杯出場歴：2006年、2008年、2010年、2012年
主な受賞歴：'08W杯ベストナイン '12W杯 打点王

４ 表彰の考え
ＩＢＡＦ女子ワールドカップは女子野球において最高峰の大会であり、志村・金両選手には前

回のカナダ・エドモントン大会で３連覇を達成した際に「栄誉をたたえて」を贈呈している。
今回の功績は、前回を越えるものであり、かつ、権威のある国際大会で前人未踏の連覇記録で

あることから、「栄誉賞」として両選手を顕彰する。

（環境生活部くらし安全局文化・スポーツ課スポーツグループ）


